
非常食を提供することになりました。こちらの方で１週間ぐらいは皆さん が軽食

ができるように備蓄していますのでそれを食べてもらっていました。次第にライ

フラインの状況も明らかとなり、停電、断水という状態となりました。停電につ

いては、非常電源が作動して最低限の電源は確保できていましたが、やはりトイ

レの配管が破損して、最初の頃はタンクに残っていた水で流していました。それ

がなくなると流せないということもあり、非常用のトイレを使ったりとか、尿を

固める粉を入れて処理をしたりしていました。簡単なところはそんなところでしょ

うか。当日の勤務職員に関しては、その日に勤務されていた方は、道路状況も悪

く通行不可能な状態の箇所もあり、家に帰らず次の日も勤務した と聞いています。
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